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tntroduction

　 絵 画の色 彩に つ い て 、 わが 国に おける研 究成

果 は、小林 らに よる とこ ろが 大き い 田 。 また こ

れ らは画像 の 記録手法 へ の 配慮 も されて お り

［2］、色彩だ けで な く、美術作品その もの ヘ ア プ

ロ
ー

チするものであ ろう。さ らに近江 らによ っ

て も多くの 成果があが っ て いる 。 小林 らによる

色数を制御する手法 は 、 人間の 識別で きる色数

や 画家の使 用する色数 を考慮 した優 れた手法 で

あ る。また近江 らは接触型色彩計 によ り色 を計

測 して い る ［3］。

　我々 はデジタル化 した色 に対 して 計数測度を

用 い ［4］、 イ メージデータ と色空間に同 じ濃度を

もた せ る。こ れ によ り写像が与え られ、有 界な

区域の中の事象 は必ず有限で あるか ら、和差算

や定数 倍 も可 能 となる。本研究で は色 彩に よる

Scratchの 方法を示 す 。

Method

　2次元で あるキャ ンパ ス の 画像空 間を
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とする。絵画 は 当然連続 して い るが、デジタル

イ メ
ージに取 り込 まれ た時点 か ら離散とな る 。

m × n は総 ピクセル 数で あ り 、 絵 画の 大 きさは

変わ らな い こ とか ら m と n の 値は解像度 に依

存 する。

　それ ぞれの 成分 ω は赤、緑 、青の 3つ の 成分

か らな るベ ク トル であ り、

　　　　　　　 ω
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　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　（2〕
で あ る 。 また R ＝G ； B で あ る 。 こ れ に よ り

（R ＋ 1）
3
色を表現 する 。

　Ω と Ω
h
は 1対 1対応 が可能な こ とか ら、三

次 元 ヒス トグラ ム の作成が可能で ある 。

Ω   φ（Ω ）

三 次元 ヒス トグラ ム は
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で あ り、位置がそれぞれの 色を表す 。 （O　
」’
は

0 以上の 自然数で あ り、 mxn を超え る こ とは

無 い。 co
”
　・＝　O の とき は、そ の 色 は出現せ ず、

ω
ゐ

＝ MXll の ときは、Ω
h
は単一色 で ある 。
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Mapping Scrabeh Results
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We 　c。uld 　har（！ly

keep　the　di，

F｝9．　1．　　Algorlthm　of　the　process

　こ こで Ω か らある特徴を持 っ た
B

，　9 を取 り

出 し、Ω
h
上 で 表現 する こ とを 考え る 。

こ れ は

写像φが与え られて い る こ とか ら可 能で ある こ

とは すぐにわか る 。 こ ん どは さ らに Ω
h
か らあ

る特徴 を持 っ た
B2　gh を取 り出し、Ω 上で表す

こ とを考 える 。

Ω 1 Ω
h

→ Ω
it

≡ Ω ｝5〔

で ある か らΩ は φ
1
を持つ 。 しか しなが ら、通

常三 次元 ヒス トグ ラム を作成 した段階で 、Ω 上

の位置情報は失われて しま っ て い る 。 また 、 仮

に
β2

Ω
ん
に対 して Ω 上の位 置情報 を与え る とす

る と、さらに多くの計算資源が必要 にな っ て し

ま う。そ こで 我々 は
B

’　gh の Ω 上で の 表現 を、1
つ 1つ もとの デ

ータ に照会 しなが ら行 う。

Results　and 　Discussion

　色彩を計数測度に よ り Scratchし、もとの イ

メージデータ上で表す方法を示 した 。 以上 によ

りイ メージデータにおける解析精度の 向上が 期

待され る 。 ただ し こ の方法の 問題 点 として 、色
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彩 に測度を与える と、データはある程度大きな

もの とな り、その データを 操作す る場合に はそ

れ に見合 っ た計算 資源が必要 とな るこ とが指摘

で きる 。 我々 は今 回の 実験 に は統計数理研 究所

の SGI　 AItix3700　Super　Clusterを使 用 した。

こ の問題は コ ン ピュ
ー

タの 性能が進化する こと

に よ り 、 自然に解決され ると思われ る。
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